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◎討議結果報告（第 4分科会） 

「砂防事業実施の際の技術的な課題について」 

 

 第4分科会の座長を務めさせていただきました北陸地方整備局の浅井と申します。よろしくお願

いします。 

 第4分科会のテーマということで、昨日も説明があったのですが、「砂防事業実施の際の技術的な

課題について」ということで、現場で困っていることを議論しましょうということで、ざっくりと

したテーマだったので、どういう事に困っているのだろうかということで、事前にメンバーの方々

に、アンケートを取らせていただきました。多少同じような課題を持っておられる方がおられたの

ですが、全部ばらばらのような感じで、全体をまとめると、維持管理的なところ、それから設計上

の課題というのが大きなところです。あとは施工、コスト、試験、環境ということでした。 

 維持管理と設計上の課題というのは、皆さん、多く現場で持っておられるのかと思ったのですが、

設計という話になると結構細かいところがあったりして、県さんも入っている中ではなかなか全員

で議論するのは難しいかなという話と、設計上の話ですので理論的な話になりますのでこの場では

やめようということで、維持管理というものに的を絞って議論したいということで、維持管理にさ

せていただいたということです。 

 昨日の説明の中で背景ということで、現場で色々な課題があるという事と、特に砂防事業をやっ

てから130年ぐらい経過しているという中で、既存の資産が多くあって、それをきちっと有効に活

用するということは、やはりきっと適正な管理を行っていく必要があるだろうということで、そう

いうテーマを選んだということです。 

 進め方ですが、維持管理ということがメインですが、全般についてということを 1日目で実施し

ておりまして、その中でも特殊になるかと思いますが、私の北陸でも今年こういう水抜き暗渠（あ

んきょ）から土砂が流出したという事もあって、こういうことは下流に対して影響も有りますので、

こういうことも皆さん課題に思っておられたので、それを特出しするような形でさせていただきま

した。 

 1 日目の維持管理ということで、これも皆さんから事前のアンケート以降、事例紹介ということ

で皆さん出してくださいという話をしましたら、これも結構ばらばらな話がありまして、除石の話

があったり、点検や摩耗対策、住民参加型による維持管理、融雪出水時に被災した堰堤における応

急対策、そういう被災した事例だとか、そういうものがいろいろありました。ただ、やはりそれぞ

れ現場で抱えておられる問題だろうということで、これはやはりきちっと皆さんから出されたもの

については全て報告をいただいて、それぞれについて一応議論はさせていただくということで進め

させていただきました。 

 一個一個全部やったわけですが、特にここで少し議論したのは、点検をどうしていくのだという

話があります。国と県両方に意見を出して頂くと相当差があると。国の場合は年に 1回ぐらいは必

ずやっている。それ以上やっている。場合によってはヘリを使って流域の流出状況も含めてやって

います。ただ、一方では、都道府県の場合は数年に 1度やられている程度だということで、本当に

国と県とで相当差があるということを感じました。あと、ここで言う適正な維持管理というのはど

ういうことなのかというところも問題提起としてはありました。 

 これは設計基準が徐々に変わってきているという中で、昔の設計基準で造ったものは現状に合わ

ないという中で、それをどうしていくのだろうということが議論になったということです。 

 あとは、施設が老朽化しているという中で、今後それをどういうふうにして適正に管理していこ

うかということで、今、巡視点検では主に見た目で管理しておられると思うのですが、やはりそれ
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をもう少し定量化を図って、優先順位を付けながら計画的に維持管理していく必要があるのではな

いかという議論がありました。 

 ざっくりとすぐまとめになってしまいますが、点検の方ですが、やはり災害復旧の申請をする際

も適正な管理が求められますので、少なくとも 1回は目視でもいいから点検をしておくべきでしょ

う。ただ、今後の維持管理、計画的に補修、補強も含めてですが、やっていく際には、やはりそう

いったものの評価基準を定量化していく必要があるのではないかということがあります。 

 もう一つは計画的な改修ということで、そういった基準を設けて優先順位を付けながらやってい

く必要があるということ。それから補修、補強については、工法的なものについてはやはり情報を

収集して共有化を図る必要があるということを最後の取りまとめの結論とさせていただきました。 

 もう一つは水抜き暗渠からの土砂流出ということで、以前、平成 16年に本省土研の方で取りまと

められたものがありましたので、それの報告と、メンバーから出された事例紹介を基に議論をさせ

ていただきました。本省の方では、水抜き暗渠の目的や下流への影響について報告があって、あと、

どういう状況になったら土砂が流出するのかというところを色々調べたのですが、結論から言うと

よく分からないというところらしいのですが、ただ、ここで唯一言えるのは、やはり竣工後 5年か

ら10年たったものについては、事例の中ではある程度そういった土砂が流出しやすい傾向にあるの

ではないかということと、流出した土砂ボリュームは1,000から1万立米ぐらい、この辺が多い。

そういったものが事例の傾向としてあるのではないかということは報告されました。 

 後は事例紹介ということで、これは北陸の事例ですが、今年の 5月に松本の方であった土砂流出

の状況ということで、その際には雨が末期の状況だったのですが、約 8万立米ぐらいの土砂が下流

に流出して下流で氾濫しそうになったので、下流では土砂を取るということ、それから水抜き暗渠

の所に巨石を投入してふさぐという応急的な対策を行ったという紹介がありました。 

 まとめとして、まず水抜き暗渠を施工時にふさいでしまった方がいいのではないかという話も私

の方から問題提起をさせていただいたのですが、地すべりというのは特殊な例かもしれませんが、

そういった事を誘発する恐れも有るし、地下水位を上げると地下水の環境が変わってしまうとか、

色々あって、やはり単純にふさぐべきでは無いだろうという話が有りました。 

 それから対策工法については、施工中の転流だとか、あるいは施工中の安全管理はやはりちょっ

と問題があるという話があって、これについてはどうしていくのかというのはもう少し議論を深め

ていく必要があるということです。 

 それから、上流側からふさげれば一番いいのですが、どうしても上流側からというと、締め切り

の関係とか水の処理の関係がありますので、下流側からふさぐというのが比較的楽な方法になるの

ですが、その場合の外力の考え方というのは問題になってくるのではないかという話と、この水抜

き暗渠から土砂が出た場合には、もし何か災害等があれば管理瑕疵が問われる恐れがあるという話

があります。 

 結論としては、新設堰堤については土砂流出によって下流に被害が及ぶ恐れがあるという場合は、

必ずやはり何らかの対応をしておくべきでしょうという話。既設堰堤で、土砂流出を起こした堰堤

については、抜けた暗渠のみならず、多分暗渠もやはり何らかの対策を講じた方がいいという話。

それから、既設堰堤でまだ流出を起こしていない堰堤でも、土研の報告でもどこで起こるか分から

ないという話もありましたので、極力、先ほどの管理瑕疵という話もありますので、できるだけあ

らかじめ対策を施しておく。お金の関係もありますので、ハードでできれば一番いいのですが、そ

れが無理ならば、やはりソフト対策とか何らかの形で対策を講じておく必要があるということに討

議の中で話になりました。 
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